






　若者の消費生活相談件数を年齢別に見ると、20歳が一番多くなっています。

一方、１６歳、１７歳と比べ成年年齢である１８歳の相談件数は増加しました。

　成年になって、自分の意思だけでできる契約の幅が広がったために、悪質業者に

狙われることが主な原因と考えます。

　また、成年になると、未成年取り消し（P18参照）ができなくなることも、ターゲティ

ングにされる要因です。



「18歳成年」から３年、18歳と19歳の消費トラブル相談の現状
3年以上が経過しました。

9242件で前年

度と比べて700件以上減少しています。
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最優秀賞

優秀賞 優秀賞 優秀賞 優秀賞

　国内で年間464万トン（2023年度）もの食品ロスが出ていることを皆さんはご存じでしたか？
これは１日あたり10トン大型トラック1,270台分、１人１日あたり茶碗１杯程度が食べることが
できるのに捨てられているのです。
　岐阜県では、食品ロス削減に向けて2018年度から「ぎふ食べきり運動」を展開しています。
皆さんは、食品を捨てることはありませんか？ご自宅の冷蔵庫で、眠っている食材はありません
か？災害用に備蓄した食品の賞味期限切れはありませんか？あるいは外食の時に、食べることが
できる量の注文をしていますか？皆さんがこれらを意識することで食品ロスの削減につながりま
す。また、こうした一人一人の行動が持続可能な社会づくりの役割を果たすことになります。

◆私たちができること
　私たち一人一人の消費行動は、世界中の様々な問題につながっています。
購入をする商品の背景にある問題を考えながら、人、社会、地域や環境などを考えた消費を心が
けましょう。そのような消費行動のことを「エシカル消費」といいます。

◆本来食べることができる食品が捨てられている。（食品ロスという）





Pay Pay
メルペイ
楽天ペイ
amazon pay
など









※ カスタマーハラスメント動画

　販売のプロである事業者と消費者では、情報の量や質、交渉力について大きな差がありま

す。そこで、消費者の立場を守り尊重するために、８つの権利が「消費者基本法」に示されて

いる。また、私たち消費者は国や行政に保護されるだけでなく、自らの学び、行動する自立し

た消費者を目指すために５つの責任が国際消費者機構において提唱されています。

★クレームとカスタマーハラスメントとの違い

　クレームとは、顧客が商品やサービスの不満を合理的に伝える行為であり、企業がサービス改

善に活かせるフィードバックです。一方で、カスタマーハラスメントは、合理的な目的や要求が

ないまま、従業員に対して暴言や暴力などを行うことを指します。



　令和7年度版　

あなたの市町村の消費生活相談窓口の電話番号を調べて書き込もう！
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